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I.目 的 :生 産 コス ト低減 のた めに導入 され る乾 田直播 栽培 は、従 来 の湛 水移植 栽

培 と比べ る と、代 か きを行 わないた め必要水量 が多 くな る といわれ てい る。本研 究

では、栽培 法 の違 い に よる用水量へ の影響 を明 らか にす るため乾 田直播水 田 と湛水

移植 水 日のそれ ぞれ にお いて、栽培期 間 を通 して水 管理 の実態 を調 査 した。 また 、

減水深 へ の影響 を把握す るた め、複数 の圃場 にお いて集 中観測 を行 つた。

H.調 査 地 区の概 要 :岐 阜 県巣南町 に栽培 期 間 を通 して水収支 を観 測 す る 2筆 の大

区画化水 田 (湛水移植 と乾 田直播 )を 調査 圃場 区、また、減水深測定す る 13筆 の

大 区画化水 田 (湛水移植 X7と 乾 田直播 ×6)を 集 中観測 区 と した。

HE.調査方 法 と解 析方 法 :調 査 圃場 区 にお いて、 土壌 の物理性 (透水性 、比重 、三

相分布 、粒度組 成)、 日面均平度 (10mの メ ッシュ)を 測 定 した。 水収 支 を把 握す

る為 に必要 な取水 量 と排 水 量はパー シャル フ リュー ム流 量計で測定 したこ田面湛水

深 は各 圃場 に四つ の水位 計 を設置 し、その平均 値か ら算出 した。 また、浸透 量は水

収支 計 算 に よ り得 られ た減 水深 か らペ ンマ ン式 を用 いて求 め られ た蒸 発散 量 を引

いて求 めた。減 水深 の集 中観 測 区では土壌 の物理性 (粒度組成 、支持 力強度 )、 日

面均 平度 (20mの メ ッシュ)を 測 定 した。 日減 水深 は各 圃場 に 4本 の ピンを刺 し、

取水排水 が無 く湛水深 が あ る 日を選 んで フ ックゲー ジを用 いて測 定 した。さらに周

辺 の 土地利 用状 況 が減 水深 に与 え る影 響 を考慮 し同 じ用水 系 で の水 田の レベ ル及

び、地 下水位 を測定 した。

IV.調査結果及 び考察 :

調査 圃場 の観 測結果 の

観測結果 を表 1に 示す。

栽培期 間 中、乾 田直播水

田は湛水移植水 日に比べ取水排水 とも少な く湛水深 も低かつた。一方、湛水移植水

田は掛 け流 しを行 つてお り湛水深は高 く維持 されていた。

減水深 の集 中観 測結果 を表 2に 示す。浸透 量

は栽培方法 の違 い のほかに土壌 の物理性 、地 下

水位 、湛水深 、周 囲の土地利 用状 況等 が影響 を

与 える。観 測 の結 果 、貫入試験 で減水深 の大 き

い水 日は支持力強度 も大 き くな る傾 向 とな つた。

水深 が大 き くなつた。

また、周辺 が水 日以外 の場合 、減

今回の観測結果では、減水深の集 中観測区において乾 田直播栽培は湛水移植栽培

と比べ ると浸透量が多かったが、調査圃場 区では逆の傾向が見 られた。これは栽培、

期間 を通 して乾 田直播水 田が湛水移植水 田の湛水深 の約 半分 に維持 され ていた為

と考 えられ る。この よ うな水管理が栽培方法の違いによるものか、各農家による管

理の違いによるものか、今後調査 してい く必要がある。
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表 1 .調 査 圃場 の観 測 結 果

田  場 栽 培 期 問 取 水 量

( m m ) 娘‘ｍｍぅ
平 均 瀬 水 探
( m m )

平均 浸透逮
(ぬn′d a v )

乾 田直績 6′4-9′ 5 15322 252.9 24.2

海 水 移 植 6/4-9′ 28 31254 10285 288

表 2 .集 中観 測 の結 果

田  場 測 定

回 数

平 均 浸透 量 (mm′dav)

中 千 し前 中千 し後
乾 田 直 橋 383

海 水 移 植 128


